
大学リ・スキリングプログラム事例集
メニュー②「産業成長」

領域：DXプロ



226月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム概要 カリキュラム内容

• 実践型の課題解決構想力が強化されることで、AI・DXによる課題解
決方法が整理され、デジタル中核人材へのエントリーポイントに到達

• 企業の成長に資するDXプロフェッショナル人材の育成及び輩出

• 産業界のデジタル人材のニーズを踏まえ、社会人の「デジタルスキル底
上げ」の実現を目指すとともに、組織全体のDX推進およびデジタル中
核人材を育成し、DXによる課題解決へつなげることを目的として実施

• デジタルリテラシー、BI、AI等の知識はあるが、抱えている課題に対して
どのように活用するか具体的につかめていない方

• 次世代の経営層候補である総務、技術、企画営業など幅広い部署
の主任級から部長級（※昨年度役員クラスの受講実績有）

• デジタルに関する知識を企業の課題解決に活かす方法が不明

• デジタルに関する知識を活用し、最先端のAIなどを利用した課題解決
により組織の各部門をリードできる人材、ひいては、組織や業界全体
のDX化と同時に産業成長に貢献する人材

②目的

③対象者層

④育成対象の課題・目指す姿

⑤ 学修成果

Ⓐ カリキュラム特徴
• DXによる課題解決力を養う「ケーススタディ型学習」をメインとし、
業務効率化に資するAI活用、企業倫理を学ぶカリキュラム

− 課題解決におけるDX活用の好事例を学び、最先端AIを活用す
ることでDXがどのように行われているか読み解く力を養い、課題解
決のイメージを喚起し、さらにビジネススキルも獲得可能

− 「生成AI活用学習支援システム」により、受講生が自ら生成AIを
使った「課題解決計画書案」のブラッシュアップを行うことを支援し、
企業の課題解決に直結する「課題解決計画書」を作成可能

• オンライン・オンデマンド形式の 「講義」 とケーススタディ型学習を含
む 「セミナー」 を組み合わせた学び

− 基本的に講義はオンライン・オンデマンド形式とし、好きな場所・時
間で学習ができ、受講生の負担を軽減

− セミナー（報告会）を開催し、プレゼンや受講生同士でのディス
カッションにより、履修の上で必要かつ重要な内容を的確に把握

• ツールを利用するだけの人材からデジタルを活かす人材へ

− 単にツールを利用するだけの人材からデジタルを活かすDXプロフェッ
ショナル人材への出発点を明確にしたカリキュラム設計

• プログラムの修了者にはデジタルバッジを発行予定

1/4 全国・北海道

• 社会変革を先導するDXプロフェッショナル人材育成
― 実践型の課題解決構想力の強化に資するプログラム高度化 ―

①名称

Ⓑ アピールポイント

社会変革を先導するDXプロフェッショナル人材育成
 ― 実践型の課題解決構想力の強化に資するプログラム高度化 ―北海道大学: 

DXプロ
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⑫ シラバス⑥ 受講料

プログラム詳細

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

• 無料（今後設立予定のコンソーシアムへの参画を依頼する可能性有）

⑦受講人数

⑧受講時間数

⑨開講時期・所要期間

⑩ 社会人の学びやすさへの配慮

⑪ 実施形式

• 約３０人（今後更新予定）

• 約１８時間（推定、自習時間含）＋演習

• 第１クール：１１月~翌年１月、第２クール：翌年１月~３月
• 各クール：約２~３か月間（講義受講期間＋報告会開催）

• 場所と時間にとらわれず、オンライン・オンデマンドで受講可能

• 講義：オンライン・オンデマンド
• 報告会 (１回のみ)：対面（Web会議併用可）

• 受講申込に先立ち、下記「担当連絡先」に記載のメールアドレスへ要問合せ

申込方法・サイトURL

担当連絡先

• 北海道大学 データ駆動型融合研究創発拠点(D-RED)

 Mail: drep_kenshu@dred.hokudai.ac.jp

DX活用力養成カリキュラム【ケーススタディ型学習】

講義１ 企業における業務効率改善提案の進め方（１）

講義２ 企業における業務効率改善提案の進め方（２）

講義３ー１ 業務効率化に資するAI：①建設・インフラ分野向け （選択必修）

講義３－２ 業務効率化に資するAI：②汎用化版 （選択必修）
・基礎知識や情報セキュリティおよび好事例①② ・自組織の現状整理①②
・新業務の設計・課題抽出 ・AI構築等準備と事業の計画

演習 業務効率化ケーススタディ ー 生成AIを利用した課題解決計画書ブラッシュアップ ー

データアキュムレータ、データアナリスト養成カリキュラム （主に建設・インフラ分野向け）

講義 (共通) インフラ分野のDXとEBPM推進他

講義 (基礎) AI搭載タブレットによるインフラマネジメント

演習 AI搭載タブレットによるインフラ点検・診断

講義 (応用) 3D点群データを活用したインフラ点検・診断

講義 (基礎) 地域におけるデータ駆動型の道路インフラ維持管理他

演習 橋梁データ整理・健全度評価・予測と補修費の推定

講義 (応用) BIM/CIMを活用したインフラマネジメント

ビジネススキル養成カリキュラム

講義１

企業倫理１：コンプライアンスの概要と意義

企業倫理２：企業の社会的責任

企業倫理３：コンプライアンスとの向き合い方

講義２

事業計画１：経営・事業戦略のエッセンス

事業計画２：業務改革・組織変革の取り組み視点

事業計画３：事業計画策定のポイント

※各カリキュラムの項目および予定している研修内容

北海道大学: 
社会変革を先導するDXプロフェッショナル人材育成

 ― 実践型の課題解決構想力の強化に資するプログラム高度化 ―

こちらに大学の
ロゴを添付ください

【参考】
北海道大学 D-REDでは、北
海道大学デジタルリスキリングプ
ログラム（DREP）として、本プ
ログラムよりも基礎となる「底上
げ」のためのプログラムおよび、応
用となる実際の課題解決に挑
戦する機会としてのPBLを提供
しております。
（詳しくは https://drep.jp/
もしくは下記QRコードより）

DREPポータルサイト

2/4 全国・北海道 DXプロ

mailto:drep_kenshu@dred.hokudai.ac.jp
https://drep.jp/
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昨年度の実施成果報告の
該当部分を転記ください

昨年度プログラム内容 昨年度成果サマリー

満足度プログラム写真

実際のプログラム実施内容

• DX活用力養成カリキュラム【ケーススタディ型学習】
講義１－３、演習（個人またはグループ、レポート）、報告会

• データアナリスト・データアキュムレータ養成カリキュラム
共通講義１－４、データアナリスト講義１ー２（演習含）、
データアキュムレータ講義１－２（演習含）

• ビジネススキル養成カリキュラム
企業倫理１ー３

（※全て基本はオンライン・オンデマンド形式 報告会開催時のみ対面実施）

受講者数

• 27名（「建設・インフラ分野」を中心とした参画企業受講者）
（※参画企業において下位レベルのプログラム受講生数を含めると

約420名超）

• 97％ (「大変満足」「満足」など肯定的回答をした受講者の割合)

受講生を輩出した企業の声

• 各部署の課題抽出をさらに発展させるために受講させたが、
新しい知見を得られた事例が見受けられた

• 受講を通して、個々の受講生の向上心も見ることができ、より同じ方
向を向くことができ、チーム力の向上につながった

受講生の声

• 業務課題を整理し解決に向けて動く場合、
課題整理した人だけがわかり周りはわからないというケースがあるが、こ
のように体系的に整理することで共通認識を持つことが出来た

• 技術提案業務の効率化や承認フローの改善に役立つ
• 会社の課題等をあらためて考え、またその解決方法について考える非
常に貴重な機会になった

昨年度の実施を踏まえた発展ポイント
• 昨年度の実績を踏まえ、プログラムを改善更新の上、継続実施
• 対象分野を絞らずに「建設・インフラ分野」以外にも拡大
• ケーススタディ演習において、生成AIを使った課題解決計画書のブラッ
シュアップ支援

※受講後のインタビューより

※受講後のアンケートより

オンライン・オンデマンド
学習サイト画面例

実際の受講風景 実際の報告会の様子

北海道大学: 
社会変革を先導するDXプロフェッショナル人材育成

 ― 実践型の課題解決構想力の強化に資するプログラム高度化 ―

3/4 全国・北海道 DXプロ



556月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム詳細

北海道大学: 
社会変革を先導するDXプロフェッショナル人材育成

 ― 実践型の課題解決構想力の強化に資するプログラム高度化 ―

⚫ 自力で課題の発見・設定およびDXを活用した解決策を発想する能力を身に付ける
従来、ソフトウエアやツールの使い方を学ぶのみでは自力で課題の発見・設定および解決策を発想する能力を身に付けることは困難であった。そのため、好事例をもとに具体的

なプロセスについての知見を学ぶことを通じて、受講生ごとの実情に即して課題を考えることを促すカリキュラムを設計。

⚫ デジタルを理解している人材からデジタルを使える人材、活かせる人材へとつなぐ「ブリッジプログラム」
オンデマンドプログラムなどの座学は受講しデジタルを理解しているところまでは到達しているが、そこで立ち止まっている社会人に対し、「ブリッジプログラム」を提供。それにより、上

位の課題解決へつながるPBL型学習の受講を促すことでデジタルを使える人材、活かせる人材へと導き、組織や業界全体のDXプロフェッショナル人材の育成と同時に産業成長
に貢献。

ブリッジ
プログラム

データアキュムレータ、データアナリスト養成カリキュラム
✓ インフラデータセットの作成・管理
✓ インフラ管理に関する意思決定に資するデータ分析
といった素養を獲得

DX活用力養成カリキュラム
【ケーススタディ型学習】
✓ 実際の課題解決における最先端のAIを
利用したDX活用の好事例を紹介

✓ Stage１～３での学びが具体的な事例
の中でどのように活用されているかを示すこ
とで、課題解決のイメージを喚起

建設・インフラ分野の好事例から
試行的に開始

⚫ 舗装管理
⚫ 植栽・法面管理
⚫ 交通安全・施設管理

インフラ系事業者との共同研究

道路空間映像を活用した時系列分析AIの開発

事例：

Stage１～３の受講者
および派遣元企業 等

デジタルスキルレベルの
底上げ

デジタル中核人材育成

ビジネススキル養成カリキュラム
✓ 新サービス提供に繋げるための実
践的な知識

といった素養を獲得

デジタル中核人材
DXプロフェッショナル人材

デジタルを
知らない人材

デジタルを
作れる人材

デジタルを
理解している

人材

デジタルを
活かせる人材

ギャップが存在

ドローン

ドローン映像から注目領域の可視化道路状況の入力映像

本事業で
開発・実施

出典）日本ディープラーニング協会様
『G検定ご紹介資料』を参考に北海道大学で作成 ※ 昨年度は、地域の現況、ニーズを踏まえ、対象者層を「建設・インフラ分野」関連従事者にフォーカス

デジタルを
使える人材

昨年度実施分

4/4 全国・北海道 DXプロ
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早稲田大学:スマートエスイー・エージェンティック・トランスフォーメーション

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム概要 カリキュラム内容

• 実務直結の専門性：課題解決に直結する高度なスキル習得

• DX推進リーダーシップ：組織変革を主導するマインドセットの醸成

• 継続的な学習マインド：技術変化（特に生成AIやAIエージェント）に
対応し続ける姿勢

• ビジネス・アプリケーション・情報処理の3領域を横断的に修得し、生成AIを
軸にデジタルや関連技術に基づきビジネス変革を戦略から実装まで牽引で
きる「DX推進リーダー」を育成する。

• 情報システム、経営企画、営業等でDX企画・推進を担う方。DXをフルス
タックに把握し、業務自動化や組織変革に役立てたい方。

• フルスタック人材：領域横断的な技術と視点を持ち、現場の実装をリード。

• 技術の分かる経営人材：技術的背景をもとにDX推進の意思決定を行う。

②目的

③対象者層

④育成対象の課題・目指す姿

⑤ 学修成果

Ⓐ カリキュラム特徴

• 理論と実践の融合：大学教員による「理論講義」と、実務家教員による
「実践演習」を組み合わせ、現場で機能する即戦力を育成

• 実課題解決型学修（PBL）：受講者の所属企業が抱える「実課題」を
テーマに設定し、学修成果を業務改善や新規事業開発に直結させる

• 生成AI統合型カリキュラム：各領域にAIエージェントを組み込み、業務自
動化やツール連携など、現場で活きる最新の生成AI技術を実践的に習得

• 働きながら学べる柔軟な受講体制：対面・オンラインのハイブリッド型。夜
間・土日開講、録画視聴（繰り返し復習可能）など社会人の学びやすさを
追求

• デジタルスキルの証明：修了者には「オープンバッジ」を発行。
修得したスキルと知識を社内外で客観的に証明可能

• AIエージェントによる学修支援：講義質問対応、グループワークTA、自習教
材生成ツールを導入し、限られた時間で成果を出せる学びをサポート

• AIを活用した効率的なプログラム運営：指導マッチング、運営問合せ対応、
スキル整理をAIが担い、受講者が学習に集中できる教育環境を提供

• 修了後も続く循環型エコシステム：同窓会コミュニティ（Slack等）やキャリ
ア支援に加え、将来の実務家教員（教育アドバイザー）への登用を見据え
たコミュニティ形成

1/5 全国・東京都

• スマートエスイー・エージェンティック・トランスフォーメーション
提供プログラム名称：スマートエスイーDXコース

（履修証明プログラム）

①名称

Ⓑ アピールポイント

Sample

DXプロ
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⑫ シラバス⑥ 受講料

プログラム詳細

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

• 495,000円

⑦受講人数

⑧受講時間数

⑨開講時期・所要期間

⑩ 社会人の学びやすさへの配慮

⑪ 実施形式

• 30人

• 総履修時間 102時間（修了要件 60時間）

• 2026年10月～2027年3月（約6か月間）

• 夜間・土日開講、録画視聴（開講中繰り返し視聴可能）

• 対面・オンラインのハイブリッド型

• 右のQRコードもしくは下記サイトから申し込み
• https://www.waseda.jp/inst/smartse/

申込方法・サイトURL

担当連絡先

• 早稲田大学 スマートエスイー事務局
• Mail：smartse@list.waseda.jp

2/5 全国・東京都

領域 科目名 時間

共通事前学習 大規模言語モデル（LLM）の基礎 -

総合実践 DXゼミ 6

アジャイル・ビジネス検証 6

ビジネス AIビジネスゴール・戦略デザイン 12

SXビジネスモデル仮説検証 12

デジタル経営 6

アプリケーション AIセキュリティ・リスクマネジメント 6

RPA 6

ノーコード 6

機械学習工学 12

情報処理 データ科学・ビジネスインテリジェンス 12

AI基礎 6

サステナビリティ・DXと生成AI 12

DXプロ

早稲田大学:スマートエスイー・エージェンティック・トランスフォーメーション

https://www.waseda.jp/inst/smartse/
https://www.waseda.jp/inst/smartse/
mailto:smartse@list.waseda.jp
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早稲田大学:スマートエスイー・エージェンティック・トランスフォーメーション

昨年度の実施成果報告の
該当部分を転記ください

昨年度プログラム内容 昨年度成果サマリー

満足度プログラム写真

実際のプログラム実施内容

• スマートエスイーDXコース（全13科目）: DX・生成AI関連の講義を対
面・オンラインで実施（1科目6-12時間）

• gaccoスマートエスイー講座（全5講座）: 日本最大級の無料オンライ
ン学習サービス「gacco」にて、オンデマンド配信講座を提供

• セミナー、交流シンポジウム等（計7回）: 有識者によるパネルディスカッ
ションや最新技術の知見共有を実施

受講者数

• 正規受講（スマートエスイーDXコース）：32名（修了30名）
• オープン受講（無料公開講座）：延べ登録者数 約4,000名
• 普及啓発（関連セミナー・イベント）：延べ参加者数 約1,000名

• 受講者の92％がプログラム全体について「満足」以上の回答
• 受講者全員が修得したスキルを今後の実務に「活用できる」と回答

受講生を輩出した企業の声

• 今後どのような領域でも生成AI技術の活用は必須となるため、その知識
やスキルの獲得につながるカリキュラムに魅力を感じている。

• 受講している社員より「とても貴重で有意義な成長機会を頂いてる」との
声が届いている。

• 業務や組織の課題解決に貢献する成果を期待し、しっかり持ち帰ってい
るため、期待どおり。

受講生の声

• 戦略・構造・組織変革まで体系的に学べる貴重な機会であり、人生の
転換点となった。

• ビジネスモデルの策定手法など「すぐに実務に転用できる内容ばかりで非
常に有用だった。

昨年度の実施を踏まえた発展ポイント
• 最新のDX技術に合わせ教材をアップデート
• 修了生・講師・企業間の交流を軸に、共同研究や連携プロジェクトの
創出を促進

• 他地域への横展開を図り、産学官ネットワークによる社会のDXを加速

3/5 全国・東京都 DXプロ
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早稲田大学:スマートエスイー・エージェンティック・トランスフォーメーション

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム詳細

4/5 全国・東京都

追加アピールポイント①

次世代教育モデル「AIエージェント群」による学修効果の向上

生成AIエージェントが受講者の学びを多角的にサポート。忙しい社会人が限られた時間で優れた成果をあげられる学修体験と環境の提供を目指す。

AIによる学修体験の高度化 専門家×AIの「ペア指導体制」 スムーズな受講体験の提供

講義中の疑問に即座に回答する「講義質問対
応エージェント」や、オンライン討議を要約・支援
するTAエージェントを導入。

個別のニーズに応じた支援で理解を深める。

グループワーク等に「AIチューター」を配置し、大
学教員や実務家講師と連携。

高度な人的指導とAIの即時サポートを融合させ、
質の高いアウトプット創出を後押しする。

事務手続きの問合せや、受講者と講師の最適
なマッチングなどもAIが自動化・高度化。

多忙な社会人受講者が「学び」そのものに集中
できる環境を整える。

学修体験の高度化 運営・指導の効率化

受講者の個別ニーズに即した
インタラクティブ支援

自動化ツールによる
講師・事務局の負担軽減

疑問の即時解消
議論支援による理解の深化

持続可能な運営体制と
高付加価値指導への注力

実装する6つの主要AIエージェント

講義質問対応
エージェント

グループワークTA
エージェント

講義中の質疑に教材データから即
座に回答し、疑問をその場で解消

オンライン討議をリアルタイムで要約・
支援し、質の高いアウトプット創出を
促進

運営問合せ対応
エージェント

各種問合せにAIが自動回答し、
受講者の利便性向上と事務負担
を軽減

指導マッチング
エージェント

受講者の実務課題と講師の専門
領域をAIが照合し、最適な個別指
導体制を提案

自習教材生成
エージェント

教育プログラム整理
エージェント

スライド等の自習教材をAIが自動
生成し、最新技術を反映した高鮮
度なカリキュラムを提供

各科目の習得スキルを標準モデルに
AIが自動マッピングし、常に最新のス
キル体系を整理・可視化

AIエージェント群

DXプロ
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早稲田大学:スマートエスイー・エージェンティック・トランスフォーメーション

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム詳細

5/5 全国・東京都

追加アピールポイント②

受講修了後の実務還元率（フォローアップ調査結果より）

修了生の約9割が、習得した知識・スキルを自社の業務改善や新規プロジェクトに直結させており、高い投資対効果を生み出している。

◼ 学んだスキルが「自社の業務改善」に直結

2023年度修了生への調査では、約9割（89%）が学んだ知識やスキルを現在の仕事で「活
用している」、そして自社の業務改善や効率化に「貢献している」と回答。単なる知識習得にとど
まらない、高い実践力を証明している。

◼ 社内DX推進や新規事業を強力に牽引

約9割の修了生が「新たな業務に挑戦する機会が増えた」と実感。半数以上が新規プロジェクト
やAIツールの開発などを主導しており、自社へ確かな変革をもたらしている。

◼ 社員のモチベーション向上とキャリア形成

約6割が学んだスキルを活かして希望する（または関連する）業務への配置転換を実現し、昇
進や昇給に繋がった事例も多数。社員の意欲向上と定着にも寄与している。

≪修了生フォローアップ調査≫

目的: 修了後の業務やキャリアへの影響を把握し、今後のプログラム改善と施策検討に活用

対象者: 2023年度 IoT/AIコース / DXコース修了生

調査期間: 2025年8月4日～8月25日 回答方法: Webアンケート 回答者数: 19名

DXプロ
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青山学院大学: 産学共創による生成AI時代のビジネス変革推進人材育成プロジェクト

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム概要 カリキュラム内容

• DSS-P2.0準拠の体系的なDX推進スキルの修得

• 生成AIを活用した課題分析と変革案の策定スキル

• 企業の実課題をテーマとした実践研究による業務改善の実証

• 生成AIを統合した産学協働プログラムで企業それぞれが持つ課題解
決に直結するDX人材を育成し、持続的なリ・スキリング・エコシステムを
構築することで、企業のビジネス変革と組織成長を強力に推進するこ
とを目的とする。

• 企業のDXを主導する企画層・中核人材(10-30名)

• DX変革の共通言語を共有する従業員層(100-300名程度)

• 現場の課題解決をデジタル技術で主導する専門能力の不足解消

• 理論と実務を融合し、生成AIを駆使して変革を企画・実践する

• 組織全体で共通言語を持ち、持続的な企業変革を牽引する人材

②目的

③対象者層

④育成対象の課題・目指す姿

⑤学修成果

Ⓐ カリキュラム特徴

• 全科目に生成AIを統合したアクティブラーニングを実施

• 履修証明プログラムによる高度な専門教育を体系的に提供

• DXスキル標準2.0のビジネスアーキテクト相当を育成する内容

• 世界標準であるBABOKの手法を取り入れた実践的構成

• ビジネス推進人材と多数の関連者を対象とした層別教育モデル

• 講義動画視聴と生成AI学習を
組合せた柔軟学修

• 成果検証まで一体設計

• 産学の知見を融合した教員
陣による指導体制確立

• 企業の現場課題をテーマに設定し即座に実務成果を創出

• DXの共通言語化により推進側と実行側の壁を打破し変革促進

• オープンバッジ発行によるスキルの可視化と処遇改善の連携

• 地方拠点の受講生も参加可能な完全オンライン・ハイブリッド

• 就職氷河期世代や非正規労働者も含めた幅広い層の支援実施

1/3 全国・神奈川県

• 産学共創による生成AI時代のビジネス変革推進人材育成プロジェクト

①名称

Ⓑ アピールポイント

ビジネス推進人材

多人数の関連者

DXプロ
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• プログラム全体では、30科目400時間以上のDX系の科目を有する
日本で最大規模のプログラム

• 各科目のシラバスは、左下QRコードのサイトで参照可能

• 履修証明プログラムとして実施時は、修了時に履歴書の履歴欄に記
述可能な履修証明を発行

• 履修証明プログラムとして実施時の科目例

（企業側の要望により、1科目からでも実施可能）

⑫ シラバス⑥ 受講料

プログラム詳細

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

• 1企業あたり2,000,000円から（履修証明プログラムとして実施時）

⑦受講人数

⑧受講時間数

⑨開講時期・所要期間

⑩ 社会人の学びやすさへの配慮

⑪ 実施形式

• 10人以上（1企業あたり最小10人、最大30人まで）

• 60時間以上（履修証明プログラムとして実施時）

• 2026年度は10月以降。2027年度以降は随時
• 3-4か月間(履修証明プログラムとして実施時）

• 平日、就業時間内にオンサイトで実施可能(首都圏以外は要相談)

• 対面/オンライン/AIチューター

• 下記URL参照の上、担当連絡先へメールをください
https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-biz/

申込方法・サイトURL

担当連絡先

• 青山学院大学社会情報学部ADPISA事務局
adpisa-desk@si.aoyama.ac.jp

2/3 全国・神奈川県

# 科目名 講師 時間 特徴

1 情報システム学入門 宮川 15
反転授業。AIチューター。
プロジェクト教員

2 ビジネス・モデリング 三輪 15 反転授業。プロジェクト教員

3
情報×経営による
価値創造デザイン

宮川 15
反転授業化。AIチューター。プロ
ジェクト教員

4
チェンジを推進する
ビジネスアナリシス

居駒 15
新規科目。プロジェクト教員。AI

チューター。

5
情報システムアーキテクト

実践研究
宮川
他

15
他科目での学修成果を実地演
習を通じて身につける科目

青山学院大学: 産学共創による生成AI時代のビジネス変革推進人材育成プロジェクト

DXプロ

https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-biz/
https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-biz/
https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-biz/
mailto:adpisa-desk@si.aoyama.ac.jp
mailto:adpisa-desk@si.aoyama.ac.jp
mailto:adpisa-desk@si.aoyama.ac.jp
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青山学院大学は2019年からDX人材育成の履修証明プログラムをキャンパスで開催して
いる。この経験で得られた企業向け教育の課題が本事業の原点になっている。

1. 受講生層と実施形態のミスマッチ
①キャンパスで実施の履修証明プログラムは８割以上が個人受講者
②業務派遣者は休日出勤でキャンパスへの出校は苦痛
③結果として満足度が低い

2. 企業向け研修の形骸化
①企業側の意向で単発・短時間の教育
②大学の強みである体系的な学びにつながっていない

3. 企業の現場導入での問題
①企業固有問題への対応が不足
②現場の他の従業員との知識ギャップ

青山学院大学: 産学共創による生成AI時代のビジネス変革推進人材育成プロジェクト

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム詳細

3/3 全国・神奈川県

企業におけるDX人材輩出を妨げる構造的問題を、
大学と企業が連携して解決する基盤作り

補足：従来の企業に対するDX教育の構造的な課題 補足：本プログラムでの施策

1. 企業固有問題に踏み込むAI共創による「反転授業」学習サイクル
①事前学習として受講者が生成AIやUdemy Business動画教材を活用
②教育当日は企業固有課題をテーマに課題解決ワークショップ中心
③各科目の成果を職場で試行し、その結果を成果発表会で発表
④学んだことを定着し、次の改善サイクルに入る

2. 組織変革を促進する「層別教育モデル」
①少数「ビジネス変革人材(20-30人)」と「多人数の関連者(200-300人)」が共
通言語を持つことで、組織的なチェンジを促進する。

②関連者に対しては、ADPISAが提供するUdemy Business動画を視聴させる。

DXプロ
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香川大学：産学共創による実践志向型DXプロフェッショナル人材育成エコシステム構築事業

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム概要 カリキュラム内容

デジタルバッジ、履修証明プログラムによる履修証明、大学院接続（前期・後期）の支援

• ITスキルの有無を問わず業務や事業の課題を起点として、デジタル技術を実践的に活用
できる人材の育成を産学共創でおこなう

• 「業務変革を実装・運用まで担えるDX推進人材の不足」「学んだ内容を実践する場の
欠如」などの企業ニーズに応えるプログラムを提供する

経営企画・経営層・管理職
デジタル技術の基礎理解と構想力を強化し将来を見据えた事業戦略・業務変革を主導する人

営業・マーケティング・顧客対応部門
デジタル活用を通じて顧客価値の創出，提案力の高度化、業務効率化を進める人

情報システム・DX推進・技術系部門
IT・デジタル技術の経験を基盤に業務・事業課題に結びつくDXの企画・設計・実装を担う人

その他の事業部門（非IT人材）
デジタル技術を活用した業務改善や業務変革に主体的に取り組み、組織内への展開を目指す人

地域企業・自治体等の職員
現場課題を踏まえ、データ活用やAI・デジタル技術を用いた課題解決や業務変革を実践したい人

デジタルスキル標準（DSS）で定義されたデジタル人材6類型を共通用語とすることで企業
の枠を超えた横断的なDX人材育成に関する議論の場を機能させる

②目的

③対象者層

④育成対象の課題・目指す姿

⑤ 学修成果

Ⓐ カリキュラム特徴

• 学術的な成果で支えられたDX推進環境

✓ 内製開発150件超、研究論文27本、教科書2冊出版(2026年6月現在）

• 産業界から専門家をクロスアポイントメント教員として招聘

✓ 業種・業務知識に加え専門性を備える企業社員を教員として招聘

• デジタルスキルポートフォリオシステム（後述）によるDXスキルの可視化・効果測定

✓ DSSの人材類型、スキル体系に基づき学修目標を設定、達成度を可視化

• 企業の枠を超えた横断的なDX人材育成に関する議論の場を提供

✓ 参画企業が参加する委員会を設置。DX人材育成・処遇改善という共通テーマを議論

1/3 全国・香川

• Kadai DX塾 Professional 基礎コース・実践コース  ※令和9年/4月正式開講予定

①名称

Ⓑ アピールポイント

• 経産省・IPA「デジタル人材育成プラットフォーム」3層に準拠したプログラム

✓ 香川大学の内製開現場をDXスキル実践の場として人材育成に開放

• 社会人が学びやすいオンデマンド（講義）＋オンライン／対面（演習・実習）

✓ 講義はオンデマンドにより受講者のペースで学修可能

✓ 演習・実習は週末・夜間・夏季集中（対面）などの多様な学修形態に対応

DXプロ
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⑫ シラバス⑥ 受講料

プログラム詳細

香川大学：産学共創による実践志向型DXプロフェッショナル人材育成エコシステム構築事業

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

• 20万円/名（予定）※令和9年度正式開講時

⑦受講人数

⑧受講時間数

⑨開講時期・所要期間

⑩ 社会人の学びやすさへの配慮

⑪実施形式

• 50名/年（令和9年度）

• 1コース 67.5時間（履修証明プログラム60時間を下限とする）

• 令和8年10月：試行期間（1コース 2か月）

• 令和9年4月：本格開講（1コース 6か月）

• 週末・夜間・夏季集中（対面）などの多様な学修形態に対応

• オンデマンド（講義）＋オンライン／対面（演習・実習）

• 今後公開予定（令和8年12月公開予定）

申込方法・サイトURL

担当連絡先

• 香川大学情報部 jyohokikaku-h@kagawa-u.ac.jp 

     

     

     

     

2/3 全国・香川

シラバス案（講義・演習・実習の3層）

DXプロ
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香川大学：産学共創による実践志向型DXプロフェッショナル人材育成エコシステム構築事業

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム詳細

3/3 全国・香川

時期 調査方法 測定内容

受講直前 受講生アンケート（定量）および到
達目標の整合

デジタルスキルポートフォリオ（受講
前）、学修目標設定

受講中 受講生アンケート（定量）および到
達目標の確認

デジタルスキルポートフォリオ（受講
中）、学修目標確認・修正

修了直後 受講生アンケート（定量）および派
遣元上長インタビュー（定性）

デジタルスキルポートフォリオ（受講
後）、学修目標達成度

半年後 派遣元企業と共にフォローアップ調査 業務での活用状況、DX関連プロ
ジェクト参画数

1年後 派遣元企業と共にフォローアップ調査
および処遇に関する調査

処遇の変化、JD（職務定義書）
への反映など

✓ 学修者の意欲向上・企業成長に繋げる

【企業】組織的な人材育成投資への転換
• 受講生への期待を事前に確認し、受講目標を個別に設定する
【個人】学び続ける動機の設計
• 履修証明プログラム修了後に、大学院（前期・後期）への進学動機に
【処遇】スキル発揮が報われる環境の整備
・受講直前、受講中、修了直後、半年後、1年後）の調査結果から成果を議論

産学共創でDXプロフェッショナル人材を
育成するエコシステムを形成する

DXプロ
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